
東京野高同窓会（旧東京野高会）からのお知らせ

東京野高会は、第５４回総会（令和元年６月２２日開催）にて運営改革
案を審議し、同時に会の名称を「東京野高同窓会」と改め、会員相互の親
睦を図り、母校の発展に寄与する活動を継続することを可決しました。

世話人会を設け、会員の親睦を図るため「懇親会」を年１回開催いたし
ます。なお、年会費の徴収は行なわず、懇親会費用（実費）を参加者から
徴収します。

また、これまでの会則に変えて「運営要領」を定めました。

令和２年の第５５回懇親会は、７月頃を予定しています。普段着で気軽
に参加できる懇親会を目指したいと考えています。日時等決まりましたら
ＨＰ（現会員へは往復葉書）にてご案内いたしますので、同期ご友人等を
お誘いのうえ、是非ご参加いただきますようお待ちしています。

東京野高同窓会 世話人会代表 川村 賢司



東京野高同窓会 運営要領

東京野高同窓会は、会員相互の親睦を図り、母校の発展に
寄与するため以下の要領を定め、会を運営する。

１．会員は旧制中学・野高女並びに野辺地高等学校の卒業
生とする。

（１）母校関係者及び同郷者で入会を希望する場合は、特
別会員とし迎える。

（２）会員の入退会は、自由意志とする。
２．会員の中から複数の世話人を互選する。
（１）世話人は、代表世話人（１名）、会計（１名）、総

務（若干名）で世話人会を構成する。
（２）代表世話人は重責を負わない。又、世話人はボラン

ティアを基本とする。
（３）任期は２年とする。但し、再選は妨げない。
（４）会の連絡先は、代表世話人宅とする。但し、便宜的

に変更することもある。
３．会員の親睦を図るため、懇親会を年１回（７月頃）開

催する。
（１）懇親会への招待者は、世話人会で決定する。
（２）懇親会費用は、飲食費を実費として参加者から徴収

する。
（３）剰余金が生じた場合は、会の通信費等に充てる。

４．会計年度を４月から翌年３月とし、懇親会にて会計報
告を行なう。

（１）寄付金・祝い金等は、会計の対象として管理する。
（２）本部同窓会への代表者（１名）参加費用は、交通費

（実費）を会計から負担する。
５．会員名簿は、個人情報として世話人会が責任をもって

管理する。
（１）懇親会の開催案内（往復葉書）は、会員名簿登録者

及び参加希望者に送付する。
（２）会員名簿は、世話人会で毎年見直し整理するものと

する。
６．運営要領に記載ない事案については、世話人会で協議

し決定する。
（１）会の休停止が必要となった場合は、世話人会に会員

識者を交え協議する。
７．附則

令和元年９月２４日 この運営要領は、
令和２年４月１日から施行する。
令和２年の懇親会は、第５５回
の開催とする。



東京野高同窓会 沿革大要

暦 総　会 会　長 会　場 特 筆 事 項

１９６５年（昭和40年） 旧制野中懇親会 置かず 上野・韻松亭

１９６６年（昭和41年） 〃 〃 原宿・南国酒家

１９６７年（昭和42年） 第1回（東京野中会） 浜中雄太郎（旧中1回卒） 上野・韻松亭
～ ～ ～ ～

１９７１年（昭和46年） 第5回 浜中雄太郎 上野・韻松亭

１９７２年（昭和47年） 第6回 〃 上野・精養軒
～ ～ ～ ～

１９７６年（昭和51年） 第10回 浜中雄太郎 上野・精養軒 新制卒業生がお手伝い要員として第10回総会から参加
～ ～ ～ ～

１９８０年（昭和55年） 第14回 浜中雄太郎 本郷・本郷館

１９８１年（昭和56年） 合同第1回（東京野高会） 浜中英二（旧中5回卒） 市ヶ谷会館

１９８２年（昭和57年） 第16回 〃 〃
～ ～ ～ ～ 東京野高会「同窓会会員名簿」の整備し、毎年見直し整理を開始

１９８６年（昭和61年） 第20回 浜中英二 グランドヒル市ヶ谷 「会則」を改正」

１９８７年（昭和62年） 第2１回 野村道太郎（旧中13回卒） 白雲閣
～ ～ ～ ～

１９９２年（平成 4年） 第2７回 野坂和彦（旧中13回卒） 白雲閣

１９９３年（平成 5年） 第2８回 〃 〃

１９９４年（平成 6年） 第2９回 宮澤廣志（新制5回卒） ビックボックス
～ ～ ～ ～

２０００年（平成12年） 第３５回 戸田憲章（新制8回卒） ビックボックス
～ ～ ～ ～

２００５年（平成17年） 第４０回 戸田憲章 ホテル・メトロポリタン

２００６年（平成18年） 第４１回 〃 ビックボックス
～ ～ ～ ～

２００９年（平成21年） 第４４回 戸田憲章 アルカディア市ヶ谷

２０１０年（平成22年） 第４５回 横濱征四（新制12回） 〃
～ ～ ～ ～

２０１３年（平成25年） 第４８回 川村賢司（新制12回卒） 〃 「会則」を改正
～ ～ ～ ～

２０１５年（平成27年） 第５０回 〃 〃
創立50周年記念総会（参加者85名）、会運営功労者（5名）に感謝
状贈呈、会員名簿（約400名）を発行

～ ～ ～ ～
２０１９年（令和元年） 第５４回 川村賢司 〃 運営改革を可決、名称を「東京野高同窓会」に改名

創立40周年記念総会（参加者160名）、会運営功労者（18名）に感
謝状贈呈、会員名簿（約900名）を発行

参加者は約40名前後、高女から岩田ハマさん（2回卒）と森岡悦さ
ん（8回卒）らが参加

2002年から首都圏の大学に進学する卒業生に奨学金の給付（毎
年2名）を開始

旧中、高女、新制卒業生の3校合同による「東京野高会」が発足、
参加者約160名、東京野高会「会則」を制定

1990年に第1回「東京野高会会報」を発行し、会員に配布を
開始

新制21回及び22回卒を中心に1970年「野辺地高等学校同窓会東
京支部ジュニア会」が発足、最盛期の会員数約600名、約10年後
に解散



令和元年６月２２日開催の第５４回懇親会の模様
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東京野高会は「東京野高同窓会」と名称を改めました。
皆様のご参加をお待ちしています。
これからもご支援よろしくお願いいたします。

世話人会 （）内は卒業回

代表 川村 賢司 （新制12）
会計 木戸 栄子 （新制12）
総務 中谷 寶悦郎（新制11）

吉原 稔 （新制11）
田中 信 （新制12）
澁谷 幸子 （新制15）
田辺 信子 （新制15）
関野 和信 （新制19）
瀧澤 満 （新制21）
長谷川恵美子（新制21）
辻村 文子 （新制26）
高田 信彦 （新制32）

連絡先
〒345-0015 埼玉県富士見市東みずほ台2-19-18

TEL/FAX ０４９-２５４-３５５０


